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４月から新学年でスタートした令和４年度も、早いものでもう12月に入りました。こ

の間、子どもたちは、日々の授業や学校行事等を通して、大きな成長を見せてくれてい

ます。先日、児童生徒会役員選挙が行われ、多くの児童生徒が立候補しました。立候補

者演説では、よりよい学校を創っていきたいという気持ちが感じられ、頼もしく感じま

した。

今後も、子どもたちが、学校をよりよくしていこうとする気持ちを大切にし、学校生

活を通して、充実感・達成感を味わわせていきたいと思います。今後も、保護者の皆様

のご支援・ご協力をお願いいたします。

11月４日（金）・7日（月）・９日（水）に秀峰祭を実施しました。新型コロナウイルス感
染症拡大の影響で直前の日程変更がありましたが、子どもたちは練習の成果を発揮すること
ができました。当初の予定では、合唱コンクールは保護者の皆様も参観していただくことに
なっていましたが、感染拡大防止のため、zoomでの配信とさせていただきました。ご理解
いただけましたこと、深く感謝申し上げます。
今年度のスローガン『才能×努力「最高の秀峰祭」への方程式』を掲げ、子どもたちの創

意工夫が見られる様々な催しを実施することができました。10月25日（火）から始まった
『秀峰祭ウィーク』では、２階多目的室に児童生徒の作品掲示コーナーを設定しました。ま
た、自然科学部や吹奏楽部の発表が前期課程に向け行われました。４日は７年生の合唱コン
クール、７日は、７～９年生による学習プレゼンテーション、そして、コントやダンス・劇
・バンド演奏等、有志の生徒たちによるアイディアが生かされた発表が行われました。生徒
たちが個性を発揮し、生き生きと活動する姿が見られました。鑑賞している生徒も一緒に盛
り上がり、温かい雰囲気でした。そして、９日は８・９年生の合唱コンクールが行われまし
た。７～９年生は、合唱練習を通してお互いのよさを認め合い、望ましい学級集団づくりを
推進することができました。
生徒たちは、コロナ禍の制約の中でも、確実に大きく成長していると感じました。秀峰祭

の実施にあたり、ご家庭での準備等、ご協力をいただき本当にありがとうございました。

学習発表(つくば市の魅力に 有志発表（劇） 有志発表（バンド）
ついて：英語でのプレゼン）



11 月 26 日（土）に廃品回収が行われました。地域の皆様には、たく
さんの資源を提供していただき、ありがとうございました。当日は回収

の途中で雨に降られてしまいましたが、無事実施することができました。多くの新聞・雑誌・段ボ

ール・アルミ缶を地域の皆様、保護者の皆様のお力をお借りして、回収作業を行うことができまし

たこと、深く感謝申し上げます。

子どもたちのために資源を提供してくださった皆様、回収や分別作業のため時間と労力を提供し

てくださった皆様に心よりお礼申し上げます。この回収による資金は、子どもたちの教育活動のた

めに大切に使わせていただきたいと思います。ご協力、本当にありがとうございました。

（秀峰筑波 PTA）

軽トラックに積む様子 積み上げられた段ボール・新聞

本校では、令和３年度・令和４年度の２か年にわたり、つくば市教育委員会より指定を受け、『「学
び」を自覚し、主体的に学ぶ児童生徒の育成 ～学びをつなぐ「見通す・振り返る」活動の充実を
通して～』のテーマのもと、研究を進めてきました。11月22日（火）に研究の成果を授業公開し、
つくば市からは、教育長 森田 充先生をはじめ、６名の先生方が授業を参観し、ご指導をいただ
きました。また、市内の小中学校からも先生方が参観にいらっしゃいました。授業は、zoomで配信
し、つくば市内の全教職員に本校の研究の成果を見ていただきました。

全体会 教育長のお話 １年生 ほしぞらのおんがく ５年生 自動車をつくる工業

８年生 電流と回路 ９年生 相似と比 １年生 いろいろなふね


